
令和6年3月7日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：８０％以上の正規教員がChromebookに月に10日以
上ログインし活用した。
３：７０％以上の正規教員がChromebookに月に10日以
上ログインし活用した。
２：６０％以上の正規教員がChromebookに月に10日以
上ログインし活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織
的な対応をしなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。
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◎今年度９月の取組結果は、早寝
６５．４％、早起き７８．９％、朝ご
はん９５．５％であった。昨年度の
１０月の健康チャレンジ週間の調
査では、早寝は６０．１％、早起き
は７６％、朝ごはんは９５．３％で、
どの項目も上昇している。しかし、
今年度5月は、早寝６６．３％、早
起き８０．３％、朝ごはん９７．４％
と下がっている。
◯保護者アンケートでは、食育の
充実へのご要望もあった。来年度
の研究教育実施校に認定された
ので、食生活の見直しや運動習慣
の重要性について啓発していく。

0

年度末保護者
アンケートの
「子どもたちに
とってわかりや
すい授業を
行っていた」で
「あてはまる」
「おおむねあて
はまる」の児童
の割合

10月の健康
チャレンジ週
間の「早寝・早
起き・朝ごは
ん」の取り組み
が「できてい
る」と回答した
児童の割合

Ａ

0

年度末児童ア
ンケートの「授
業中勉強がよ
くわかる」で「と
ても思う」「思
う」と回答した
児童の割合

0

0
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年度末保護者ア
ンケートの「学校
からの通信は、
知りたい情報が
盛り込まれてい
る。」「学校公開
や保護者会等
で、学校の様子
がよくわかる。」
「学校は地域・保
護者に対し、丁寧
に対応している」
の3項目で「あて
はまる」「おおむ
ねあてはまる」と
回答した保護者
の割合の平均値

目標に対する成果指標
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学校関係者記入欄
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令和５年度　大田区立東六郷小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
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ン
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成

・学校規模　児童数３６４名　１４学級　教員数２１名
・校内研究主題　「創造力を育む『おおたの未来づくり』の教材開発」

年度末児童ア
ンケートの「学
校のきまりを
守っている」と
「自分から進ん
で挨拶できる」
で「とても思う」
と「思う」に回
答した児童の
割合の平均値
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地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評価
に必要な学校の情報を適切に提供し、適正
な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。
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学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを
作ります。
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○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
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◎「知りたい情報」は７７．６と昨年
度の８１．７％より４．１％減少、
「学校公開・保護者会で」は８９．
６％と昨年度の８６．６％より３．
３％上昇、「質問や要望に丁寧に
対応」は８１．６％と昨年度の７５．
３％より６．３％上昇した。
〇情報の重複があるため、今年度
から学校だよりと学年だよりを統
合した。学年独自の学校の様子に
ついて情報が減ったというご意見
を保護者アンケートでいただいて
いる。来年度は、ホームページで
学年の様子をより積極的に伝えて
いく。
〇今年度は大田区の独自教科「お
おたの未来づくり」の一環として、
大田区内の町工場の他、水門商
店街、六郷特別出張所、都立六郷
工科高校、都立城南特別支援学
校等の協力を得て、学習活動に取
り組んだ。今後も地域教材を活用
した学習活動を充実させていく。

・学校・地域の連携をしっかり取り組んでいきた
いと思っています。
・学校教育・家庭教育・社会教育が三位一体と
なっての教育が望ましいが難しい。話し合いの
場をもって解決策を考えたい。
・情報発信方法を検討してほしい。
・ホームページのアクセス方法のご検討をお願
いいたします。
・大田区の独自教科「おおたの未来づくり」で町
工場や商店街などを調べ学ぶことは、地域の
人たちとの交流にもなるので、今後も継続して
もらいたい。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。
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学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。
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評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価
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児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。
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語彙を豊かにする朝学習や朝読書を実施
する。
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3

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法につ
いて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生徒
に対して組織的に対応する。
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スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

異年齢交流の機会を充実させる。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校におけ
る特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

「東六郷スタンダード」を校内共通の学習
ルールとして徹底し、学習規律を定着させ、
児童が主体的に学ぶ環境づくりを行う。

4

4

4

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

健康観察や手洗いの習慣化を通して、健康
への関心を高める。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

・「勉強がよく分かる」ことは素晴らしいです。
・教員・保護者・児童が一体となって取り組んで
いることが伺われます。
・新しい授業を取り込んでいくことは大変なこと
ですが、話し合いの時間を設けて頑張ってほし
いです。
・学力の定着は、学校だけの取り組みだけでは
難しいのではないか。家庭での学習の取り組
みも必要かもしれない。
・個別に対してのフォローは大切だと思い、い
い事と考えます。
・土曜授業での全教員で補習をしてくれたこと
は大変良いと思います。

◎「勉強がよく分かる」と回答した
児童は８６％で、昨年度の９０％よ
り４％減少している。
〇7月の個人面談の際に、保護
者・児童・教員の三者面談を行っ
て、学習の躓きや学習方法につい
て話し合いの時間を設けた。
◯土曜日授業では、４校時に全教
員で補習を行った。来年度は、平
日補習を計画的に実施していく。
〇各教科主任が本校の課題を分
析し、授業改善推進プランを全教
員で共通理解して取り組んだ。

6

4

Ａ

Ｂ

0

Ｃ

Ｄ

4

１：
７
０％
未満

・「挨拶から始まり挨拶で終わる」と言われてい
ます。良好な人間関係を築く上で大切なことで
す。
・最近では、大人でも当たり前のことができず、
挨拶などができなくなっています。大変大事な
ことですので、しっかり取り組んでほしいです。
・中高学年「恥ずかしい」感情が出てくる時期、
大人が率先して挨拶する姿を継続的に見せる
ことで挨拶がしやすい雰囲気にできれば良いと
思います。
・縦割り班活動をすることで、他学年がお互い
に思いやる気持ちができて、いい活動だと思
う。
・縦割り活動はとても良いと思います。
・いじめについては深く考えることが大切です。

・食生活や運動は現在の子どもたちが最も注
意しなければならない。偏りが多く感じる。
・学校で健康チャレンジ週間の取組を行うこと
で、子どもたちは家でも意識して行動できてい
る気がする。
・早寝の重要性を、保護者に定期的に周知を
お願いいたします。
・早寝早起き朝ご飯は保護者の協力が不可欠
なので、年間を通して声掛けをお願いします。
・給食試食会の内容を全保護者向けにお知ら
せした方がいいと思います。とても良い内容で
した。

・学習補助員や特別支援員の活用を活発に
し、個々に目が届くような授業の展開を望む。
・特性のある子どもへの配慮だけでなく、その
子と一緒に授業を受ける子どもたちへの配慮も
必要だと思う。
・学級閉鎖や不登校で授業ができないとき、
もっとタブレットを利用し、しっかり学習できるよ
うにしてもらいたい。
・OJTとは何か。（→on  the job traininngの略：
職場の上司や先輩が部下や後輩に対して、実
際の仕事を通じて指導し、知識・技術を身に付
けさせる研修方法）
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◎「すすんで挨拶している」の質問
に対して、肯定的な回答は８４％で
あった。特に低学年の意識が高く
９１％、中高学年が８０％であっ
た。また、昨年度の「挨拶ができ
る」の回答８８％より、４％減少し
た。これは今年度から「進んで」と
いう言葉が付け加えられたため、
肯定的評価が下がったものと考え
る。
◎「決まりを守っている」に対して、
肯定的評価は88%で、昨年度と同
じであった。特に、中・高学年の意
識が高く９０％、低学年は８２％で
あった。
◯今年度は、道徳授業地区公開
講座では、9月の学校公開で授業
公開をした。また、11月に第2回道
徳授業地区公開講座を開催し、現
役の弁護士の方を講師に招き、い
じめについて考える特別授業を意
見交換会を行った。
〇今年度から、縦割り班活動によ
る全校遠足を実施した。高学年の
自己肯定感や責任感が高まり、低
学年は、上級生への親しみや憧れ
が高まった。

3

3

4

3

◎分かりやすい授業を行っている
についての肯定的評価は８８％と
昨年度の８６．１％より１．９％上昇
した。５月の学校公開アンケートで
は９７．６％、１０月の学校公開で
は９６．４％の肯定的評価で、平均
値は昨年度より０．６％上昇した。
○今年度は授業力向上のため授
業観察に基づく指導をOJT研修に
組み入れた。来年度もOJTによる
授業力向上に取り組む。
○学習補助員や学校特別支援員
等を活用して、複数の教員による
授業を増やした。来年度も個に応
じた指導に対し、組織的に取り組
んでいく。

３：
８
０％

２：
７
０％

１：
７
０％
未満

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

3

年度末児童ア
ンケートの「授
業中は、先生
や友達の話を
よく聞いてい
る」で「とても思
う」「思う」と回
答した児童の
割合

４：
９
０％

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

4

・先日、「おおたの未来づくり」の子どもたちの
授業を見せていただきましたが、よくできている
と思いましたが、調べた後の子どもたちの感想
がなかったことが残念でした。
・学習と運動のバランスが良くなっていると感じ
ます。
・授業中の態度は非常に良好。
・タブレットの使用の推進を願います。
・長縄やボッチャはチーム競技なのでクラスの
一体感が強まると思います。
・タブレットのタイピングの熟練度というか、どれ
くらいの子どもたちが難なくこなしているのか。
・人間形成上大切な道徳教育にも力を入れてく
ださい。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

3
３：
８
０％

Ｂ 1

Ｃ 0

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計
画を作成し、計画に基づいた体育指導や
「一校一取組」運動や「一学級一実践」運動
を実践する。

3
１：
７
０％
未満 Ｄ 0児童の実態や地域の特色に基づいた教材

開発をし、「おおたの未来づくり」科で培う資
質能力を育成する授業実践を行う。

3

4

◎「授業中、先生や友達の話を聞
いている」と答えた児童は、９３％
と、昨年度の９２％より若干上昇し
た。このことから、学習に真剣に向
き合い、授業の中で考えを友達を
交流させていることがうかがえる。
〇今年度から、大田区の独自教
科「おおたの未来づくり」研究実践
校として、各学年で授業実践を通
して研究に取り組んでいる。調べ
学習、ものづくりの学習において、
児童が意欲的に取り組む姿が見
られている。
〇タブレットは、今年度からタッチ
ペンの貸与が始まり、漢字学習等
活用の幅が広がった。それと同時
にタイピング力の向上には、来年
度も努めていく。
〇人権教育の一環として、道徳授
業地区公開講座では、現役の弁
護士の方を講師に招き、いじめに
ついて考える特別授業を行った。
〇一校一取組として、長縄大会・
ボッチャ大会に加え、マラソン週間
を実施した。今年度は、参集型の
取組を増やし、共通体験を充実さ
せた。来年度は握力の向上に取り
組む一校一取組を検討していく。
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